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SmartPower
 SmartPower(スマートパワー)

◦ Libero SoC にバンドルされた消費電力計算ツール
◦ 設計資産で電力見積もりが可能
◦ 動作周波数、デバイス型番、クロック、トグルレート、その他のパラメー

ターに基づいて電力モデルと組み合わせて、消費電力を推定
 機能

◦ 迅速な電力見積もりのために統合されたシンプルな機能
◦ SmartTimeからのクロック制約を含む
◦ 消費電力の階層レポート
◦ アクティブモードとスタンバイモードでの電力見積もり
◦ デバイスの機能毎に電力見積もりの確認が可能
◦ ユーザー指定の温度入力に基づくTj (接合部温度) の計算
◦ MPEへのデータExport
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動作条件

SmartPower の概要
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シグナル・アクティビティ

レイアウト後の
ユーザー・デザイン

電力解析レポート

SmartPower
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シグナル・アクティビティ
 SmartPowerスイッチング・アクティビティの見積もりは、クロッ

ク・ドメインの概念に基づく

 Simple Model:Vector-less フロー(デフォルト)
◦ SmartPowerによるクロック・ドメインの自動抽出
◦ クロック・ドメインごとの設定は必要最低限

 Simulation-based Model
◦ レイアウト後のシミュレーションからVCDファイルをインポート
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1データ周期数

別のデータ周期

1 クロック周期
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User Guide
 詳細はUser Guide参照

◦ Libero SoC => “Help” => “Reference Manuals”
◦ “SmartPower User Guide” を選択

4



© Macnica, Inc.

消費電力見積もり
SmartPower
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SmartPower
 “Design Flow”ウィンドウの“Verify Power”をマウス右クリック

し“Open Interactively” を選択
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マウス
右クリック!
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SmartPower の起動
 初期画面
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Summary タブ
 “Summary”タブの表示

◦ 静的および動的電力
◦ 接合部温度
◦ バッテリー寿命
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“Power Consumption”は、静的電力と動的電力の合計を表示

“Brakedown”は、コンポーネントのタイプ別、電圧レール別、
またはクロックドメイン別の電力内訳を表示。
データは円グラフまたはグリッドで表示

“Operating Conditons:”は、熱抵抗θJAと、特定の冷却シナリオ
での接合部温度に対する消費電力の影響を表示

設定バッテリー容量に対する、駆動時間の見積もり
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Summary タブ:Brakedown
 Type、Rail、Clock Domain毎の消費電力の表示

◦ 円グラフまたはグリッド表示

 By Type
◦ 下記の分類でデザインの電力使用量の内訳を表示

- Net 
- Gate
- I/O
- Memory
- Clock
- Core Static
- Banks Static

 By Rail
◦ 電圧レールによる電力使用量の内訳

- 電源Rail毎に、Voltage、消費電流を表示

 By Clock Domain
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Domainタブ
 Vector-less アプローチ

◦ Vector-less フロー(デフォルト)
- トグル率を10％に設定

◦ SmartTimeからクロック制約を抽出
◦ クロック・ドメインごと、およびネットのタイプごとに、個別のトグルレー

トを設定可能
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シミュレーション・データがない場合、この手順は見積もりの品質に非常に重要

100 % トグル率 は、
FDATA = FCLOCK / 2 を意味する

クロック制約がされていない場合の警告
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Analysisタブ
 解析グリッドは、選択したブロックの電力内訳を次のように表示

◦ タイプ(Net, Gate, I/O, Memory, Clock, Core Static, Banks Static)
◦ インスタンス
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階層インスタンス
ウィンドウ
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Frequencies タブ
 デザインの各所にスイッチング周波数を設定

◦ Pin-by-Pinの指定で実行するために使用
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クロック・ドメインを選択

Average frequencyを入力
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Probabilities タブ
 全てのピンのProbability(活性率%)を指定

◦ 双方向とトライステート出力:I/Oが出力として使用される時間の割合
◦ メモリー:メモリー・ブロックがリード・サイクルまたはライト・サイクル

のいずれかで使用される時間の割合
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Summaryタブ で解析結果を確認
 各項目を選択し、結果を確認
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消費電力見積もり
Verify Power
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Verify Power
 “Design Flow”ウィンドウの“Verify Power”をダブルクリック、

または、マウス右クリックし“Run” を選択
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解析結果の表示
 Report
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履歴
 改版
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